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令和年度 学校関係者評価報告書 
大阪市立市岡小学校 学校協議会 

１ 総括についての評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 年度目標（全市共通・学校園）ごとの評価 
 

【最重要目標１ 安全・安心な教育の推進】 

全市共通目標（小・中学校） 

・ 小学校学力経年調査における「いじめは、どんなことがあってもいけないことだと思いますか」

に対し、最も肯定的な回答（「そう思う」）をする児童の割合を８０％以上にします。 

・ 年度末の校内調査において、不登校児童の在籍比率を前年度より減少させます。 

・ 年度末の校内調査において、前年度不登校児童の改善の割合を増加させます。 

学校の年度目標 

・  校内児童アンケートの「じぶんにはよいところがあるとおもいますか」という質問に対し、肯

定的な回答（「そう思う」「どちらかといえばそう思う」）をする児童の割合を、どの学年も７０％

以上にします。 

 達成状況の評価に関しては妥当である。 

 校内児童アンケートにおける「いじめ」に関する項目（いじめはどんな理由があってもい

けないことだと思いますか）について、最も肯定的な回答する児童の割合が目標値に達して

いない学年があったので、引き続き指導を進めてほしい。 

 特に本年度は、プロスポーツ選手を招いたキャリア教育や車イスダンスの鑑賞など、児童

が学校外の講師による学習を経験したことで、心の成長を図れたと思うので、次年度も様々

な体験的活動を取り入れてほしい。 

 

 本年度の学校自己評価結果に関しては妥当である。 

 「運営に関する計画」について、各項目でＢ評価（目標通りに達した）だったので、引き

続き円滑な運営を進めてほしい。特に「未来を切り拓く学力・体力の向上」における全市共

通目標である「大阪市小学校学力経年調査における「学級の友達との間で話し合う活動を通

じて自分の考えを深めたり広げたりすることができますか」に対して最も肯定的な「当ては

まる」と回答する児童の割合を３５％以上にする」については、本年度の研究教科である社

会科を中心に向上が見られるので、中学校でも引き続き取り組みを進めていく。 

 また体力・運動能力調査については、とても良い結果であったが、苦手意識や体育嫌いな

児童も一定数いるので、運動好き・体育好きな児童が増えるよう、次年度以降の取り組みを

期待する。 

 ここ３年間、講堂新築工事で運動場や講堂の使用が制限されていたため、児童を対象とし

た地域行事も縮小や中止していたが、できるだけ多くの児童がより多くの体験ができるよう

に学校と連携しながら実施していく。 



全市共通目標（小・中学校） 

・ 小学校学力経年調査における「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めた

り、広げたりすることができていますか」に対して、最も肯定的な回答（「そう思う」）をする児童

の割合を３５％以上にします。 

・ 小学校学力経年調査における国語および算数の平均正答率の対比を、同一母集 団において経年

的に比較し、いずれの学年も前年度より０．０２ポイント向上します。 

・ 小学校学力経年調査における「理科の勉強は好きですか」に対して、肯定的な回答（「そう思う」

「どちらかといえばそう思う」）をする児童の割合を８０％以上にします。 

・ 小学校学力経年調査における「外国語（英語）の勉強は好きですか」に対して、肯定的な回答（「そ

う思う」「どちらかといえばそう思う」）をする児童の割合を７０％以上にします。 

・ 小学校学力経年調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは好きです

か」に対して、最も肯定的な回答（「そう思う」）と回答する児童の割合を７０％以上にします。 

 達成状況の評価に関しては妥当である。 

 学力の向上については、教員の指導力向上を図りながら、次年度も取り組みを進めてほし

い。体力の向上については、運動場や講堂の使用制限が解除となったので、体育科学習や休

み時間の外遊びをさらに積極的に進め、特に運動に苦手意識をもっている児童の運動への興

味関心の向上に努めてほしい。 

 

【最重要目標３ 学びを支える教育環境の充実】 

全市共通目標（小・中学校） 

・学習者用端末を使った朝学習を、全学年週２回実施する。 

・ゆとりの日を週に１回設定・実施する。 

 達成状況の評価に関しては妥当である。 

 学習者用端末については、タイピング技術取得に学校全体で取り組んでいることで能力向

上は高く評価できるが、並行して人と話す活動や本を読む活動にも重点を置いて取り組んで

ほしい。 

 

３ 今後の学校園の運営についての意見 

 

 

 

 

 学校全体として、落ち着いた雰囲気の中、児童が明るく毎日を過ごしていることに安心し

ている。先日実施した地域のイベントでも、児童が積極的に活動に取り組む様子を見て、日々

の学校での的確な指導を感じた。 

 年々児童数が減少傾向にあるが、次年度以降も引き続き学校・保護者（ＰＴＡ）・地域が

協同していくこと、小中連携が活発化することを目標に学校協議会を運営していき、児童の

心身の健全な成長を支援していく。 


